
総 説

榮 養と 結 核

和歌山醫科大學教授

岩 鶴 龍 三
5

第1章 緒 言

榮養 と結核 の問題 は遠 くHippocratesの 時 代 か

ら存在 して居たので決 して新 し くも無い、然 し之・

を近代留學 の上 に強調 した のがBreimer(1853)

一で 次 いでDettweiler,Rubncr,Trudeau,Schr6der,

Sanerbmuch,Schmitz等 に よつて著 し く改 良せ ら

れ 、我國 に於て も熊谷教授の主唱以來漸 く世 に行

われ るに至つた｡私 は昭和17年 以來 國立療 養所

にあつて結核治療食餌 に就て研究 して居たが之 を

,本 年の総 會に特 別講演 として蛮表す るの機會 を與

えられ た事 を無上 の光榮 と存 する もので あ り、之
を へ

に封す る忌揮なき批判 を希望してやまない｡讐
1さ て試験條件であるが適當な被験者 を得る事が

大切である｡之 には私は保護院肺結核分類法に依

る第VI型 の患者で腸結核、喉頭結核、痔痩等の
な

合併症 を伴わす無熱に経過 してV・るもの を代表と

してよいと考えた｡ガ フキー度は2號 前後のもの

が主であるが陰性より10號 程度の もの迄考慮に

入れた｡然 し食餌試験であるから平素の療養態度

が よく、その病型及病歌を知悉して居ることが必

要で諺 るので、大膣入所褒1ク 年位経過 した者 を

撰んだ｡試 験に際 しては同程度の者3名 を決定し

て、平行的に同時に行ひ個人的差違や偶畿的事故

をなるべ く除去する様努めた｡具 膣的に云ふと、

25歳前後の男予のみで、髄重は理想膿重(Broca

プロ・・一力式の95%と した)よ りも5-10kg低

い者 を撰んで、特設外氣小家に移し安艀を守 らし

め、老の行動及病況を馨員及看護婦が絶えす監親

毘來 る機にしだ｡毎 日行事として髄重測定(起 床

｡時 又は午前10時 及午後3時 〉、髄温、脹搏、呼吸

鍛 を記鋒し診察は毎日行ひ異常あれば之 を記録す

る｡投 藥注射は一切行わす、毎週1同 赤沈(初 め

は「時間値であつたが後には平均値とした)、喀痩

検査、 レ線検査 を行ふ｡食 餌は献立表に從つて特

別に調理 し之ノを食膳に盛 り切 りとし與へ 「食ひ残

し」の出ない様注意し若 しあれば之を記録する事・

にした｡一 ・方同一食餌の一人一日量を週の改 まる
ぴ

毎に別にして低温乾燥機 にかけ粉末として貯へ分

析に供 した6尿 は一日量を集め冷所に貯へてその
.
都度量 を記入し検査 を行つた｡糞 便はそ㌔都度風

海乞叉は乾燥機にかけて一週間宛を集め乾固粉砕 し

て密栓罎に貯へ後その一部秀 を採つて分析又は試

験 を行つた｡

分析は主にBerthelotのBombcalorimeter法 、

Kjeldah1法 、Liebermann-Kumagawa-Suto法 ・

Soxhlet法 により燃 焼カロリー及蛋 白、含 水 炭

素、脂肪の量 を見出した｡

なお試験は四季 を通 じて行つたが氣温、温度,

氣歴を毎 日記録して参考 とした◎

幸に私共の研究には被験者はこの試験の趣旨を

よく諒解して欣然参加 して呉れたので此試験の結

果は貫に信用を置 け る ものであることを保設す

る｡

次に試験成績 を述ぶべ きであるが、豫傭試験 と

レて基本食餌を決める試験 を行つた｡即 ち四季 を

通 じて腿重52kgの 患者は1800cal(ル ブネル
ダ

法)、 プロ キロ35Cal.蛋 白539.脂 肪209.含 水

炭素3509で 艦 重維持が出來 る事 を確 かめた 、之

は.Getz(1947)が70kgの 結 核患者 に2500C烈



即 ちプリキロ β35.7Ca1と して居る の とよ く一致

してい る と思ふ｡た だ小見 、老 人、婦 人等 に就て

は試験を行ひ得なかつたか ら今回は之に鯛れない
の

で置 く｡φ

第2章 脂 肪 豊 富 食

結核患者の榮養 を高めるには脂肪 豊富食 は最 も

手近 の方法で ある｡而 か も之に依 り病症及一般 欺

態が著 し く改 善 され る事 はBrehmgr(18ss)以 來

多藪學者及臨床家 の一致 した見解で ある｡即 ち髄

重70kgの 歓 人患 者にG.Schr(}deτ は一一日200

-一・2509の 脂肪 を
、Roepke&Sturmは150-2009

・を、SauerhTuchは1709、Granは120～1509を

・薦 めて居 り、我 國で は髄重 δ5kgの 邦 人患 者に熊

谷 教授 は100-1809,大 森 教授 は90ん1009宮 川

藪授 は709を 適 鴬であ るとしてゐる｡只 根 本的

の差は我 が 日本 人の常食 に 於 け る 脂肪量 は欧 人

(約1009)に 比 して著 し く少な く15--189の 事

が普通で 、往往6-109に 下 つて ゐるlvaあ る｡

熊 谷教授 は 日本 人に結 核患者 の多 い誘 因の一つ を
が 　

か 」る低脂肪食に脇して居るのは當を得た ものと

考へてよからう｡・ ㍉

全奪謙鰐職朧隷製 蹉義
て原村氏(昭21)の 成績がある｡氏 は髄重壇加 、

喀湊減少、 レン トゲン所見好韓｡ガ フキ・一度減 少

が封照に比し25-40%壇 加す る事 を述べてゐる｡

次に結核患者に於て食餌脂肪が どの程度に吸牧

せ られ るかに就ては關川、田中雨氏及飯田氏の成

績がある｡飯 田氏に依れば、少量20--2曜 の時

は87%、 中等量27-一一389の 時は89%、 、大量579

の時は93%が 吸牧され ると云ふ｡Augtin,Ord・

Wa3'&MORtagne(1910)等 の肺結核患者に超大

量(160-4259)脂 肪負荷實験では99・4%の 吸牧

率 を示すと出てゐる｡而 か も一方Plausnit'z,Lu・

よ,Hill竿 の實験で糞便中の脂肪 とみなされる成

分 は質及量の上で食物残渣と考へられす寧ろ腸管

必.ら分泌された脂肪性物質であると結論されてい

るごそれで私共は此の問題を追傘して見た所負荷

脂肪が初よ り著 しく」曾加するに 愚拘はらす糞便内

に含 まれ る脂肪量が殆んど攣動 しなV・事實 を捕捉
'する事がlq來 た

｡随 つて從來用V・られた吸牧率と

云ふのが見掛けの吸牧率であつて眞の吸牧雍と云

ふ ものは糞便中に恒存する一定量 とは無關係であ
e

る事を知つた｡そ こで視角 を換へて述ぶべきであ

り、脂肪の 「翼の吸牧率」は私共の實験の範園で

は常に98-100%で あると云ふ見解 に至つたの

で、之を昭和二十二年の本學會に 「結核患者の食

物の吸牧に就て」 と題 して報告した の で あつた

が、更に以下歎項に亙つて述べ る所を親て御批刺

を願いたい｡

更に脂肪の或種成分は生命保存に必須である事
'は1930年 頃より明にされて來てbる

｡即 ちBurr

はラツテに就て リノール酸(1929)リ ノ レイン酸

(1930)ア ラキ ドン酸(1937)を 又HaiRsen&

Burr(1946)は ドコサヘキセぞ酸 、ヘキサピドロ

ステアリン酸の必須性 を高唱 している｡之 等 も恐
ま

らく人間に適用され るであろう｡然 しそれよ りも
も

辱大切 な事 は
、・脂肪が どの位 の分 量で食物に含 まれ

て い るのが適 當であ るかの問題で ある｡

Sheer&Deuel(1947)の ラ ツ テに寵ての研究に

一ab依ると脂肪が5 --50%の 比に含まれていると(10

・-40%な らば更に良い)成 長、出産、乳汗分泌が

最良條件になると述べてゐる｡之 も人聞にあては

められる可能性を持つ もので 、我々の一 日の食餌

の乾量を大膿5009と して蛋白759含 水炭素4009'

とすると259で 僅かに5%で ある｡少 な くとも

5%以 上であるか ら我 々は25--509の 脂肪 を毎

日播取する様にせば健康が障害され難 くなると考

へ られる｡そ れが從來はIsodynamicの 考が強調

され過ぎていたので、含水炭素 さへ豊富なら咄 脂
ホ

肪が供給 されなくて もよい様に考昏られ勝であつ

た｡此 の鮎は今後改 め ら るべ き根底であると思
嚇

ふ｡｡

そこで私共の試験成績 を述べ よう｡只 妓に臨つ ・

て置き度いのは成績 を細読する紙幅が與えられて

bな いので要黙4)み に止める事である｡

第1項 バター負荷試験(春 季)

先づ動物性脂肪 としてバター(北海道産雲印)を

撰んだ、三名の被験者の食物は全 く同一で基本食 、
ノ

ー一_2___｡



として一 日17000a1(ル プネル法)、 プロキロ32一 ガフキー度3號 、赤沈20、 最初の胸部理學的所見は繭

37¢aL .蛋 白60～759、 脂 肪189と した。主食 と 肺の雨後面とも上部に嘱晋を多藪に聞く・吻軟喀婆は無

して大豆混合 配給米3309(二 合 三勺)、 副食物 と い。

して筍 、胡瓜、碗 重等 の季 節物及林 檎、野菜等 を 経過を見 ると第3週 に2日 間鱗熱 しアこ外 は李温李豚

多量 に用 いて ビタ ミンや繍 の不足 焔 らぬ様 に㍉ であっアこ・r週 より第5週 にかけて噛 報 して右腕

1灘灘懸難撫ll織 論難{欝轍
一5σ 一75400㎜125-1509を 基 本食の 上に勘 ・ ㈱ 加 し

て糊 ・・.5kgの 搬 なつアこ.

徴 せ しめた◎ 第3例 ■23才 羅 難 病型 、稿+Kが

第1例 ■2?才 髄45・5kg(舷 ・6・c・・蒐理 井 波4號 赤 沈35
、本儲 は以前1こ屡 々喀雌 細

想縫58㎏)・ 病理u凱+KLガ フキー度 工號・ 返 し堵 である、最初の胸部理學的所見は前面左腕上中

赤沈一時間値3最 初の胸部理學的所見は左腕蘭上部に少 部羅昔多d面 差肺中下部に も罷晋多藪あり、暖鍬少

鞭J禰 を聞く瀕 囎 囎 ん撫'◎ ノ 許、喀灘 蝿 ◎
経過 を見ると第3翅 に2日 間38ゆ 逡の熱獲がみつた外 経過を述べると平温卒詠であり曝書精減少 しアこが第r#

は雑 物 で呼畷 慶 らなかった・胸部騨 的所見は 適に入って熱鋤 り咳漱喀囎 如し樋 羅 翻 加 羅

糊 に殆んど敵 しナこ・嚇 喀終漁 レ・・ 尿に病嘩 め粥 こ
.その簸 撒 き獅 週(・5/v)に尿幡 鷹 ボ

瓢 灘鐙 簾 撫 トこ瓢論 野獣繧欝欝濃 駿継五1奪
耀 延 し・後 難 の 傾 向 を示 け こ斑 常域 内(7)に 止 ・町vに 試 験 を打 切 つ ナこ1赤 沈 は ・γ、v35 、 ・㌘/w・・、

まった◎燈重は第2週 の終 りか ら増加:を認め第7週 瑛4Wv65
、19/vを 示 した、 艘重は試験中潜んど墾化ゼず、

・㎏ 糊 した・今金餓 糞便の分析血 膿重の關係をペ ガ フキ渡 レ線像は喀血の爲検透 し得なかっア↑。
み

クトル表にて示すと(小 括)以 上3例 を通 覧す る とバ ター大:量負荷

」 第1圖 表 に依って膿重増加 と共に胸部襲 撃的所見が一般 に

..ノ 好韓 の傾 向があ ることが判 る、然 し腱重増加が現

われな い例では逆数果 を謬 あ得 た、殊 に第3例 の

'如 く最初 ガフキ一度4號 を示す時 にはバ ター大:量:

負 荷 が反って有害で あった◎

第2項 肝油負 荷試 験(夏 季 ノ

次 に動物性脂肪 として肝油(眼 鏡 印)を 撰 んだ、

基本食 として一 日2000Ca1,ブ ¢ キロ約40Ca1.
/蛋 白55 一一609.、脂 肪159と した 、主食 には配給米

4209(約 三 合)、 副食 には茄子 、南瓜 ～碗豆、 ト

マ ト、野菜 を多量 に用 いて ビタ ミン及盤類の充分

量 を癬 らしめた、蛋 白質には花鰹 、難卵 、牛乳 を

用 いた。肝油負荷 は油 作文 は そ の 儘飲用せ しめ'

た 。そ して第1週 は用いす 、第2週 以後週の攣 る

毎に遜ij曾し順次 蘇 日5L10・ 一20-30-40一 一50一 ・75

-1009(倶 しCCで は ない)を 基本 食の上 に追加

した。 ・F.

第1例 ■3x才 騰 重43.8kg(身 長163c撫

第2例 ■26才 弊522㎏ 病劉 翻+K囎 艘重59kg)綱 、1紅。、+K8ガ フキ渡 ユ號・赤
,
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沈50、 最:初の胸部理學的所見は左胸全部及右上胸部に水

泡音中等敷あり、咳嶽喀疾やや多量である。

(経 過)錆3週 目に1日 アこげ38◎8の 熱獲を見た外は

李温卒豚であった、胸部理學的所見は次第に減少 して終

期には左胸上部に唾書極少薮 を残すのみ となつナこ◎咳漱
'喀疫胎ん ど清失

、尿には第3週 以後殊に第6週 より終期

迄屡々糖度懸を呈 した事は注目に値すろ(肝 機能障碍 つ

かフキ印度は陰性 となり、レ線像は愛化ぜず、赤沈値は

第5週43と な り遅延を示 したが終期の ものを紛失 した

ので不明、盤重は初めより著明に櫓掬 し終期に3.5kg櫓

となった¢

第2例128才 盛重55・5kg(身 長161c田 理想

燈重58㎏)病 理、13}塞外 略 ガ フキ 一度}肱 赤沈

1$、胸部理事的所見は右腕前上部に簾音中等度である咳

漱無 く喀擁少量◎".、.ノ

(経 過)初 めの中、李温:李肱であったが第S逓 の絡に

ユHだ け微熱(37◎4)を 示 した・胸部理學的所見は第4

週 よリ第7週 にかけて1羅晋著減 を示しアこが微熱の塑現

と共に僅かに檜施 し其後再び減少 して殆ん ど消失 しナこ、臨

咳漱喀痕は初めと愛 らず、ガ フキ一度は終期に陰性 とな

っ た、唯注目ネべきは第6週 後、尿中に糖反磁が屡々陽

性 と数つナこ搬であろ、糞便に異常驚く、胸部 レ線像及赤

沈値(15)が 殆ん ど憂化 しなかった、膿重は第6週 よリ

僅かに碧加 し終末に0βkg槍 と々つア語

第3例26才 盟重60kgぐ 身長 コ68αu理想髄

室 晩9)病 型 閥_+駈Rガ フキー度1號 ・赤沈12・

胸部襲撃的所見は左胸前上部及乳腺部雁書少数、咳漱、

喀疾は極めて少量◎

(経 過)李 濃卒豚・胸部羅喬は減少 して終期には殆ん

ど閉かれなかつナこ◎咳1歎、喀疹εは攣 らずガフキー度は塑

・らず、赤沈 も殆んど攣化ぜず、尿め糖反瀬は第8週 の終

りに1日 たけ陽性を示 しナこ、髄重 も殆んど攣 らず、終期

に0.7撮 となつaw◎

(小括)こ の試験は夏季に行はれた もので、燈

重」曾加は一一般に少なかった◎第1例 は膿重増加著

明で胸部所見の好縛・喀疾量減少を来 したが他の

二例では僅かに好韓 を認め得たに過ぎない。但し

一例 も突畿事故を來さなかったQ、本試験では質例

ともガフキ一度1號 であった事は比較検討するに ・

都合が よい而か も2例に於て陰性 とな り1例のみ墜

死 しなかった。唯、注目すべ きは三例 とも第6週

(肝油409負 荷)前 後から尿中に糖反磨 を示すこ

とがなかった事で肝機能障碍 と考へ るべ きだと思

ふが或 は肝 油の特殊 作用か も知れ ない。之 は將來

の研究 に侯つべ き もので あ ろう ◇ ξ ～

第3項 菜 種白 メ油負 荷試 験(秋 季)

今度 は植物性脂肪 を試験す る爲菜種 白〆湘 を撰

んだ、基本食 として一 日2000da1,プ ロ キロ約35

～40CaL蛋 白60～709.脂 肪209を き め:た・‡食

には配給米4209(約 三合)を 、副食 には大根 、大

豆、甘藷等 の季 節物 及人蓼:、キヤペ ツ等の野茱 を

献立 とした。茶 種 油の負荷 は漉作文は炸飯 として

播 らしめる事 とし、第1週 は基本食 のみ、第2週

よ り:第8週 迄、週 毎に3し て毎 日10-20-30-

40-50-75-1009(蝕 に はoeで な い)を 追 加i晒聴

せ しめた◎ 、
ミ

第1例1?5才 彊 重55・8kg(身 長1a8触 標 準

盗 電(泓6kg)病 型 、1鳶欄 ガ フキ 一度 陰性 ・声 沈 紛失 ・最

初の胸部理學的所見ほ右胸上部に罷昔少数あり、咳漱喀

疾殆ん ど無 し。

(経過)卒 温李詠、胸部騒音は第5週 のaに 全く溶失・

尿及糞便は殆 ん ど異常な し、 ガフキ印度は終期に も陰
ゆ ノ

性、レ線像愛移な し、赤沈成績は紛失 して不明、盤重は

第5週 後漸短 して 」 にL6kg槍 となった、 本初に於

ける食餌、糞便の分析値 と鰻重の關係 をベクトル圃で示

す と

雛
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理想髄 鞘g)瘤 鯛1轡 ガフキー度 ・號・赤沈凧 .

胸部襲撃的所見は鱒左肺尖部及左胸後 上部に羅昔中等度、

咳歎喀疲瘡んど無 し。

(経過)卒 温李豚、胸部雛書は終期に著減 しアこが消失

に至らな力篠つノこ、ガ フモ一度は陰牽生となつアこ◎赤沈は漸

次遅延 aて 終期に6と なった、尿準糞便に特記すべき憂

調がない、彊重は第3週 の終か ら順賞に囎加 し途に2・6

kg層 となつカo

第3例 ■24才 ・腔重50kg(身 長 葺ユcm理 想

駿重67・5kg)病 型Wo一 一!nガフキ一度陰性、赤沈7、 胸0

部理學的所見は右鎖骨下部に嘱音を少鍛聴取する。咳欺

喀蟹ξは殆ん ど無い¢

(経過)2F温 李脈、胸部腿音は終期に全く消失 しナこ。

ガフキー度は終期に も陰性で、赤沈は初め7で あったの
ミ

が漸次遅延 して3・5と なった、聡重は最後LOkgの 増

加 とな》つ1アこo,・

(小 括)三 例 ともガ フキ一度は陰性か1號 で あ

り、且秋季試験で あった爲で もあ るが一・例 も悪 化

せす、胸部所見の好韓が 目につ く。赤沈は遅 延 を

見た。而か も他面脂肪の吸牧率 は98一一100%で あ

るから、我 々日本 人の結核患:者には植 物性 脂肪 の
ま

、負荷 が甚 だ数果的 である と云へ る◎

第4項 ヤ シ油負荷試験(冬 季).

植 物 性 脂肪 として更に ヤシ油 を試 みた。基本食

として1900C包1∫ プロキ ロ約35-40CaL蛋 白50

-559 .脂 肪179を 定 めた。主食 には配給米4209

(約3合)、 副食物 には白菜 マ大根、人碁:、鶏卵 、

煮干魚 、味噌 を用V・た◎ヤ シ油負荷は主 に油炸で

第1週 は行はす、第2週 以後例 の通 り毎 日i5一一30

一一5(》一75-400一 一75-50一 一30(9)と し第9週 に至

った◎ 詳

第1例 ■33才 盟 重51・Okg(身 長164晦 理

想髄重 織㎏)病 型 聖 二1}匝フキr度(一)赤 沈8・ 胸部

理學的所見 として左右雨胸上部に爆音中等度、吻軟、喀

痩少許G
`(経 過)脂 勝負荷を初めてから雫温卒脈であった

o胸

部縦書は第4週 の初めより著減 し、終期には極めて僅か

に右胸上部に聞き得た。喫歎、喀演;消失、尿及i糞便に特記

すべ きものがない。ガフキ』度は陰性に止まったが赤沈
　

は促 遙 γこ懐 い アこ(初8、 終36)器 量 曲 線 は 第4週 迄 動 揺

な く、それ よ り徐 々に 噌 擁 して 第6週 末に ユ・Okgを 慰 し

ぬが それ より増 加 ぜ ず終 期 に 至っ て み る(終 にL2kg智)o

第2例 ■33才 燈 重5導 ・5kg(身 長171c搬 理

想臓重67.4kg)病 型U倶 斑十K:ガ フキ一度3號 、赤沈

3ギ 胸部迎撃的所見 として右腕中部以上嘱音中等度、右
メ胸上部

に も嘱晋少許、咳漱喀痩少許。

(纒:過)第4週 の終に微熱3日 間あった◎又第6週 分

初に熱遜(38。)を 来 してその後6日 目に喀血しf:の で、

ヤン油 ス009負 荷にて試験を打切つた螢胸部1羅音は初の

間受動 しなかったが、1第6週 に入って増加 した、咳漱 と

喀湊 も初めは不攣であったが喀血後著層、終期の胸部 レ

線像が空洞の援張を示 した事は注 目に便するΦガフキー

度は検査出来ず、赤沈値は最初3で あったのが、第5週

末27と促 進 しsfy尿 及糞便に特記すべきものがない◎髄

重 を見る乏最初に比 し第5週 末 α6㎏ 第6遡 求 ㌧.3㎏ ・

を掬 していた。

第3例 ■(■)25才 髄重57・2kg(身 長 ユ66伽

理想懲重624kg)病 型V⑰噸+K:ガ フキー度2號 、・赤沈
ぎゑき

10、胸部理學的所見は右脚中部以上に羅脅少数、咳漱喀

湊少許。0

(経 過)李 温李脈に終始 したo胸 部所見が第4週 の初

に右脚下部に摩擦音を聞いた、第7週 には之が消失 し且

:右脚上部の羅苦が減少 した◎ 咳漱喀疾は第4週 以祭著

減、ガフキ一度即 號 となり、赤灘 雌 進に働 ・た(7→

20)◎尿及糞便に特記すべ きものな し◎幾重を見ると初や

や減少,(1・Okg)け こが終期に略元の値に恢復しナ淑

(小 指)艦 重増加が甚 だ輕微で 写赤沈 は促進に

傾 くが胸部所見 が概 して良轄す る事が わか る。但

し第2例 の即 くガフキr一度の高い ものは悪 化 し易

いか ら注意 を要 する。

第5項 パ ター勲 大豆油負荷試験(秋 季)

次 に動物性 脂肪 と植物性脂肪 を孚々宛に負荷 し

て見 た、基本 食 とし42100Ca】 プ ロキロ35-40

Cal.蛋 白759(プ ロ キロ1.59で これ迄の試験に

於 ける よ りる著 しく多 くした)・ 脂肪189を 撰 ゆ ,

だ 、主食 は配給米4009押 変209(合 して 大約3

合 で ある)、を副食 は里芋 、甘藷、大根、大豆、鮭

罐 詰、鰺 、味噌'を用いた、負荷 方法 としてパター

は油作 文はその儘 、大豆油は油炸で、第1週 は加
'
へ す、 第2週 か ら樹 例の如 く逓増 し各10-20-

30-40-509宛 追 加撮取せ しめた即 ち第6=週 は都

合1009の 負荷 であ る。 ・

第1例 ■2コ 才 輪重5LOkg(身 長362伽 理

想盟重58・5kg)・ 病 型W… ガフキー度 ・號・赤沈み

胸部に羅音無 しS咳 漱喀疾少許 し◎

(経 過)李 温李詠、胸部理學的所見並に咳漱、喀渓に

__鞭5_
ノ



0化 醜 い、ガフキ渡 は陰性 純 リ(記 憶するが記録

を紛咲)赤 沈は漸痔遅延(0.5)の 傾向を示 しアこ、食慾

良好・度胸光澤場加、髄重辮加順調で終期に4kg櫓 。

第2例 釘才 膿重44.7kg(身 長162ctu.,理

醐 重58・7kg)・ 病 型、1繍 ガフキ渡 ユ號、赤沈5、

胸部襲撃的所見は左 胸 前 上部及其後中部に曝書少殿あ

り、咳漱、曙湊中等度。

(経過)試 綴 開始時37◎2の 微熱を伜っていたが、第

2週 中填から:李温李豚となった心胸部所見は第6週 に入

って罷昔著減 と欺つたが左 胸 前 中部に摩擦音が現われ

て終期に至つナめ 咳漱、喀i婆は墾らず、ガフキー度は紛

・失の爲不明
、赤沈は遅延 して ユとなった◎唯卒倒は下痢

及軟便を排出すること多かったが 食 餌成分 の吸牧は他

の例 と型 らず良好であった◇御重は嬢加の一途を辿って

.萄隆期に2 .8kg櫓 力βとなったo

第3例24才 膿 重55kg(身 長 ユ70伽,理 想

燈重66kg)箱 型 璽 噸 ガフキ一度 槻 、赤沈2、 胸部

理學的所見は右脚前面宇部に雁首少数・咳漱喀疾少許ゆ

(経過)李 濃平脈、第6週 中頃に唾書殆ん ど潰失、暖

歎喀湊は墾 らず、 ガフキー度は陰性?(記 憶すろ)と な

つナこ、赤沈は第4週 頃20と 促 進・その後遅延 して3き

なつtこ、骸重をみ ると第3週 中頃から階段釈に癩如 して

最後に'ま3.01ζ9築}となつナこび

(小 括)三 鯛 と も艦重増加著 明で一般斌態及胸

部理學的所見の好榑が注 目 され る、殊 に三例 とも

ガ フキ_度1號 であっ た事 と、秋季試験で あっ た

事 、並 びに蛋 白 をプPキ ロ1。59と した:事が結 果

をず段 と良好 な らしめたので あろ うが寧 ろ動物性

及植 物性脂肪 を半々に加へ て負荷 した事が最大の

根擦 をなす ことは誤 り無か ら う、即 ち本項 の 目的

は完全 に立 話せ られて いる。そ こで私 は今後の結`

核 患者の脂肪 豊富食 はこの線 に沿っ て企劃 さるべ

きもので あ ると信ず る。

第3章 蛋 白 豊 富 食

結核患者 は假令磯熱 を伴わな くとも艦蛋 白の消

耗 が多いか ら之に普通朕態に於け る健康者 よ のも

鯨 計に蛋 白を撮 らせ る必要が あると云 うのが從來

の 學読で 、Breh阻er,Grafe,McCaa溢,Th船ha慧se

了,SchulteTiggeg,Kauf血 鋤 澄 等;の外 、我 国の學

者 も殆ん ど向意見 であ る登殊 にG.$chr耐er億 一・

日110-1809の 蛋 白を病症 によ り差 をつ けて掻

取せ しむべ し とな し、最近:RM・:Potte1}ger・ も之

を高唱 してい る◎現 在で は蛋 白量 よりも寧 ろその

構 成礎材た る必須 アミノ酸の量 を基調 として實施

せ らるべ きで あると設かれてい る の は 宜 な る哉

で 、之 は動 物性蛋白 と植物性蛋白 との質に よっ て

利 用贋値に甚 だ しい差があ るか らで ある。我が ぼ

本食で は植 物性蛋 白が約80%を 占 めている こと

拡既 に統 計上 知 られ ている所 であるが 、若 し大量

の蛋 白 を負荷せん とすれば動物性蛋 白 を主 とす る

様 になるのば欝然 の麟結 であ るc5

そ こで私共 は蛋 白大量 を撮取せ しめた場合結核

患 者 に勤す る一般的及局所的影響が如何に現われ

るか を追求せん として次の試験 を行った(秋 季)。

基本食 として1850Ca1.プ ロ キP35～40Ca1.
ノ

脂肪309.含 水 炭素3909.蛋 白709を 定 めた¢

次 いで之 に蛋ヂ1量だけ増加す る方法 鶴植物性及び

動 物性蛋 白 を各半 々の比に混 じて)を 撰び 、例の

如 く毎週259宛 の 蛋 白逓増負荷 を行 ひ5週 間観察

した 。基本食 の主食物及副食物 は大 腿前の脂肪豊

富食 試験 に於 ける乏同 じで あ るが、唯追加蛋 白の

・材料 としては烏賊
、盤 鮭 、煮 干魚 、大 豆、高野豆

腐 、昧曜 を採 り之 等 を組合 わせて用 いた(そ み蛋

白量は)ξ量で確 定 した)。

第1例129才 髄重50・3kg(身 長157¢患,理 想

髄重54kg)病 型 、陰二lll+K耳 ガ フキ「度2號 、赤沈10

胸部理學的所見 として右胸後面上宇部、左胸後面下半部

に曜普少数i聴取する、咳漱稽多く喀湊中等度。

(経 過)一 ・:『=同微熱を示 した外は季漉李肱、胸部所

見は第3週 整頓より右胸後面全部に照吾を開き、左胸後

面中部の雁書が聡知 し去、咳敵及喀湊 も槍施 した。ガフ

キー度は ユ號 となった、赤沈は終期10で 愛 らずギ騰重は

初めと殆んど憂 らなかった◎尿には ウ潟ピリン、 ウ海ビ

リノーダン・ヂアゾ反懸は第4週 頃か ら陽性の事麗々で`

第5週 中頃には恒在性 となった、尿中窒素量は蛋 白大量

負荷に作って璽加 しべ最初は一目7一・89忍 であったのが

終期には 鐙9と なり負荷蛋白の大部分のNが 尿中に

捨てられる箏を知つナこ♂なお特記すべ きは第3週 頃から

儲 は喀疲蜘 塒 に奇異襖(MI,め あるに鮒 いた

事 と第5週 に入っ てから夢精が塵 々お こった事である◇
修今食餌
・糞便、尿の分析値:と燈重の關係をベク トル表に

一6
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第2例 ■ ■■3ユ 才 髄 重50kg(身 長172cm,理 想

鰻 重68・4kgN病 理 硬 囎+Kガ ガ フキ ー度2號 、 赤ト ぴ

沈20、胸部理學的所見は右胸前面全盤に亙り乾性雛昔少

数あり、其後面上牛額に灘性雁書少数、左胸前面会盟に

氣管交書強 く湘性擬音少数散在、 咳歎少詐、 喀湊中等

量。
や

(経過)年 鑑卒豚、胸部襲撃的所見は第4週 の終から湿

性雁書」曾施して終期には肺全盤に現はれ且層加しナこ、咳

駄 鴨捧 竣 らず・ガフキ渡 も礎 、赤沈は一時促進

て47)け こが終期に ユ9と なり恢復 した、盤重を見ると次

第に」曾施 し終期3.4kgを 暑 しアこ6尿 中には:ウ ロtoリ

ノーゲー反S、s.3週 後折 々陽性を示 し尿中窒素量は

第五例 と同機著脅 した。 糞便 は 軟便交は下痢 を繰返 し

アこoい

第3例 ■25才 盤重46・5kg(身 長'16ユ鋤,理 、

想燈:重58・Okg)転病型耀。 十hLガ フキー度4號 、赤沈

7ユ、胸部理學的所見は両側とも肺尖部より中部迄輕麦濁

暑あり、 亘両側と も前面及後面中部に漏姓罷普少数散

嘘 、咳漱中等慶、塔婆多量。

(経過)本 患者は試験薗より微熱(37・6箔)を 俘って

いれ ので最後迄同様確 過 しブこ、食慾畷 初超 嘱

署名であっナこが第4週 後満腹 感 強 く屡 々頭痛下腹部痛

を来 し第5週 には食慾全 く清栄食い 切 れ ず相雷頑張つ

・ アこが途に「食い残 り」を生ずるに至つアこ。胸部理量的所見

は第4週 末両側前面に曝首著明に 智 如 し両側頸部淋巴
臨 腺
の急速腫大を示 し、第5週 では胸部左側後面の嘱音著

しく櫓加 しアこ、咳漱癩如 しアこが喀湊量憂 らず、ガフキー

度5號 と噸つたが、赤沈は攣らず、膿重の動揺殆ん ど無

く最後に0・9kg減 少 となった、尿中には第3週 後 ウA
セ

ピリノ弊ゲン、ウ偽ピリン、ヂアゾ反慮が屡: 陽々性 とな

つアこ・尿中窒素量は初め一段69:Nで あったが終期に ユ

4・7ダ亮 昇った。糞便に愛化がない、食餌中の蛋 白は矢

張り98一 ユ00%吸 孜 さJsる べ きであるが腸管か

らのNの 排潰を慎重に考慮すべ き例であろ◎ 、

(小 括)三 例 とも胸蔀理 事的所見 の悪 化が共通

で あ り、食慾減退 甚だ しく途 に耐 え得 ざるに至っ

た・腱重 は一例 のみ増加 したが他は攣 らす 、或 は

減 少 を見 た尿 中窒素:量が負荷蛋白:量の増加に俘、ハ

、増加す るのが確認 された。同時に食餌 蛋白の眞 の

吸牧 率ば98一一100%で あ る事 も略 々明になっ た。こ

の結 果、私は ブbキ ロ1.59の 蛋 白量があれば結

核患者に も充分で、それ 以上 の蛋 白i瞬取 は身膿 各

臓器の生活機能 を過熱せ しむ るか ら有害である と

考へてい る、過分 の蛋 白量 に よる窒素分 は大部分

.尿 中に その他 は汗に、喀湊 に、或 は糞 便に或 は遺

精 となって捨て られ るが なほ恐 ら くは呼吸 器か ら

(之 は解 氷研究に待つべ きであ る)排 出 され るので

あろ う,し、その際胸部 の病愛 を刺戟す るので ある

か も知れなV・。 それで私 は西洋 人 患 者k向 って

+_《斬 ギ}derやPottengeヱ が 奨 めてい る嫌 な蛋 白大

量食 を 日本人患者 に適用す る こ と は賛成出来な

い○

第4章
璽

燃 らば蛋白と脂肪 とを両々孝行 して増加し蹟聴

せ しめた場合どうなるであろうか之は我々の最 も

知 り填い所である◎ 鳶,一

葉1項 豚肉豊富食(冬 季)

基本食 として2100Ca1プ ロキP乙35-4㏄aL含

水炭素440g脂 肪10g蛋 白55gを 假 りに狭めた。
臨

蛋白畢富袋脂肪豊富食

その主食及副食 は略 々前試験 同様で 、之 に豚肉 を

釧の如 く週 の替 る毎 に逓増導加掻取せ しめたC20

匁(759)宛 の 階段で あ り初週 には負荷 しない 、即

ち0一 一75一一150一・225一一300一一3759の 順 で ある。豚
へ へ

肉 の分析値 は通堂(蛋:脂 隷1・3)で あ るか終 戦

當時 には豚は一・般に:癒せていて分析す ると く蛋;

__一 ブ



膿 饗1二2)で あったか ら之 を用 ひて絡 著くに蛋 白

1009脂 肪2009と な る様企劃 した。 分析結果 を

見 ると最終 の週 の食 餌は蛋 白37g.脂 肪168g.含

水 炭素43δ 縁 くごルテ ローカロ リー4023Cal(ル プ

ネル法で は3666Ca1)と なってい る4、

策1例27才 髄重51kg(身 長 〕58cm,理 想

r`.55.ゴkg)病 麹 町〇一斑+KRガ フキー愛盛號、赤沈
こゆ

ユ0、以下経麺を簡輩に記すうと、
ギ

李温李豚、 食慾は初あ充逡、 後衰退、髄 重漸 檜 に

2.0㎏ 層 となる、初め右脚上部に曝書中等度を聞 4僅 か

に減少傾向を示 した、だが最後迄殆ん どその儘残った◎

吻獣類藪:喀疫 多量であるが最:後には稽減少、ガフキ一度

2號 となる、原尿に異常が無いが尿中窒素量は食餌蛋白

量が809を 超 えろと急に碧加(12gN)し たo赤 沈促進

(52、、 ・

第2例32才 怪童54・Okg(身 長170Cm理 想
へ

嘩66・5kg)病 型 確$一計KLガ フ・キー卵 焼 赤沈
■乳 経過、李温李詠、食慾は前例に同 ヒ、幾重は2kg

櫓 、初め右腕前後面 とも上部に雁首中等変、左胸 も前後

面 とも中部以上に雁書中等度 あ っ ナこものが中頃左腕の

照晋増加 して全部に撲がつた。終期には右腕曜昔稽減少

しアこ、初めより暖熱多く喀疫 多量であったが終期迄攣ら

ず、労7キ ー度杖5號 となり赤沈は第4週 末 より急に促

i進に悔いナこ(17～40)、原尿異常を認め救いが尿中窒素量

は食餌の蛋 白」曾加と共に智量(14gN)を 示 したo

第3例40才 盟 重52・Okg(身 長165cm理

想髄重62kg)病 型V。 一助+Kガ フキ一度4號 、赤沈`ゆッ　

9、 経 過は第3週 及第6週 に夫 々数日間 .,,を 示 した外A

は李濃準詠、食慾初め良好、後減衰、嫌i悪感 となる。鰻

重2.1kg規 となる、胸部理學的所見は初め左胸後面上部

に簾音中等度であったが第5週 左胸前上部に も羅書中等

度に現はれ六、ガフキ一度3號 となり赤沈促進著明(25

～5ユ)原 尿異常な し、尿中窒素量の捻加は第1例 と同じ。

(小 括)三 例 とも盟重増加 著明で喀血等の突護

i事故 を見 なかっ たが胸部所見 は一般に悪化の傾向

が 強 く、咳歎喀湊 は攣 らナ、赤沈 は促進に傾 き而

か も三例 ともテス ト後一般 妹態及局所所見が悪 化

した事 を附加 して置 き度い、此の結果 を考察す る

とかフキ一度3～5號 の患者(今 迄行った被験 者
コ る

の中で最 も重V・ので比較するに適雷でないか も知

れぬが、を撰 んだ事 と冬季試験であった鮎は蝕 し

くなかったが主 として蛋白及脂肪の急激負荷(蛋

白4909脂 肪1709)が 悪かった様に思はれる。

_一 一8

寧ろ脂肪1009.蛋 白759位 に止める様又肉の附 .

加 を㌧ 日15σ 一2009(40匁 ～55匁)を 超えない様

に且徐 々に進んだならば著 しく良縛 しただらうと

思ふ。 犀 、

第2項 魚肉(及肝油)豊 富食(冬期)

更に魚肉豊富食 を試みる事 とした但し魚肉とし

て一殺に得られる鰹 を以ってしたが、之は蛋白:量

が割合多 く脂肪が少いので1同 時に肝漉を加 えて

(蛋 白1脂 肪第1;わ の比 を保持 じて負荷ずる様

企凱 た。基本激 は2100CaLプ ・キ・35囎

Cad含 水表素3609・ 脂肪159・ 蛋白509を 假に

定め、初めの一週間は基本食のみ、次の週から週

の替る毎に逓増する事次の順 とした◎即ち
ひ

鰹 肉 …10匁(389)一 一一一20匁(759)一 一30匁(1139)一 一40

騰.継 ・9累蟻L4囑 甑
基本食の主食晶及副食品は前に:用V・たとぼぼ同棲

であるから之を略するが、負荷鰹肉及肝油は毎週

蛋白109(之 はN量 により1検定した)脂 肪109宛

増加する事に企ててある。令弟6週 の食餌分析値

を學げると蛋白89$・ 脂肪759含 水炭崇3819・

ペルテローカロリー2519Ca1(ル ザ ネル法2692Ca1>

であった。
●

第1例30才 髄 重49・0:kg(身 長171e搬,理 想

盟 重67・5kg)病 理 、16=minガフ キ 一度3號 、 赤 沈10、 経

過 を略 述 す る と、 終 始 平 温 卒 肱 で 食 慾 良好 、 燈重 碧 加

2・4kg・'胸 部 理學 的 所 見 は 初 め右 前 胸 部 全 面 と後 面 下部

は鷹 樽 度にあったが終期に後面に全 く激 贈 敵

減少 しアこぐ咳漱喀疾は初め中等度であったが最後迄麓 ら

ず、ガ フキー劇ま2號 どなり、赤沈は一時促r期 遅延

(3)し ナこ、尿及糞便に異常な し0'塾 ・

第2例25才 艘重51・Okg.(身 長 ■69c瓶,理

醐 重 鰍9)病 酬1興 ガフキぜ 会號、 赤沈4.

(経過)軸 物 ・食慾瞭 ・糎 肋 ㍗g胸 纏

學的所見は最初左胸前後面躯看多数ある外、右上部にも

罷吾少数であっアこが終期(は 右上胸部 のみ減少を示し

その他は愛らなかつナこ。咳漱喀湊中等度で最:後迄:憂らヂ
み

かフキ一度1號 となり赤沈一時促進雀羅延(瓦)び ち

原尿に異常が無い。

第3例25才 盤重52・4kg(身 長 ユ73c搬 理想

盟重69諏g)病 型 聖 ガ フキー度2號 、赤沈19。

(経 過)李 温平肱、食慾佳良、{纏重3.撫gj曾 、胸部

理學的所早は最初左胸前上部 よリ中部 迄 雛晋中等度で

「



の

あったが終期に著減 しナこo・咳漱喀 m度 であったが終

期迄憂 らず、ガフキー度1號 となつナこ◎赤沈は一時促進

(29)し アこが終期に遅延(3)け こ◎#/

(小 括 》 三例 を通覧す ると醗 重増 加馨明なのは

共 通で胸部襲撃的所見 も大腿に於て好韓 した、・一
タ

例 も喀血叉は登熟等の突畿:事故が無かった。 さき

の豚肉負荷の場合 と同、じく極寒時期であ りガ フキ

一度2～3號 者であったが良媒の成績で叉肝滴の

みを負荷 した時 よりも著しく良好な成績である。

但し此際注意すべ きは負荷脂肪量は豚肉及好漁の

み を負荷 した時 よ.りも著 しく少量で ある黙である

(759)◎ ・

從ρて尿中に糖反慮が一度 も現練れなかった。

元來 日本 人は牛肉や豚肉よりも魚肉に親 しむ習慣

が結果を一・段と良好ならしめたに:相違なく而か も

終期の蛋白量が909以 下であるから本試験はパ

ター大豆油負荷時の試験と同様に今後大いに結 露

患者に:試みらるべき方洗であるだろう◎

第5章

含水炭素豊蜜食は結核患者に適 しないことは多 の

数學者及び臨林家の主張する塵で、上述り如く脂

肪豊富食 を推奨すれば勢、含水炭素減少食に傾く

事は當然である。妓に注自すべ きは米國のBerke

&handler(1942)の16・vc&rb◎hydratediet(低

含水炭素食)で ある、氏等は重症結核患者に23(抄
き

～2920Cal,脂 肪 ユ6ユ～2129,蛋 白101～1229,含 水

炭素114～1249の 食 餌を撮 ら咳てい ると:食:慾が

旺盛 とな り元気 を取 り戻す こと、室洞 の消失す る

傾向 を示す こと、喀疫 が水様乏 な り切れ 易 くなる

事 を學げてい る。之は恰 もDeue1&Sheerr194

i第6章 考

含水炭素蚤等に就て
　

7)等 が全食餌中の脂肪量が40%を 占めてよいと

の読 と符 を一にするもので注目に値する◎然 し舞

々は日本人は元来含水炭素大:量:食た慣:れて来て1い

るのでか 』る少量では到底耐え得 られぬだろうと

思われる。私は現在この方面紀研究の歩 を進めて

いるから、何れ近き將來に報告経{来る機會が ある

だろうと思ぶ。1

更に結核≧榮養と云ふ題 目ではビ契ミン、ホル

モン、塵類等に就ても述ぶべ きであるが私共の研

`究 は未だ此方面に於て新知見蠣 らすに至ってい

ないので妓には省略する事にする◎

察'

以上縷述した嘘を考察するに便せんが薦め表とナる(但し期間及負荷:量を省略した)。

第 四 ＼ 表

/姓名 繍 撃 騰 重{終曲 環椎見 離 の愛化覆 轍 魔 噸 イヒ陣 馴
h'=:二 噸

ろ「29}

49.5

53.7

ラ音清美

ラ音著減

始 よリ殆んど
険 し

;同 上

4&0}(48.5)譲 猫 翻 峨 少囎

1→1'

皿→I

Iv→ ぜ ず

3「>7

20→U

35→㈹ 儲 蕩に囎
…

肝

油

3ゴ1R3

i囎
28{361

126ユ68

白

卜

〆

油

一 ≒25

■(■)、33

124

168

161

171

43.8

55・51

6㊥0

55.8

52.4

50.0

47.3

,56。1

60.7

57.4

55.0

51.0

ラ識 語 んど蔽

欄 減i少 膜 化なし、
テ吾 減 少}同 .上

、「く→ils。 一 、3(噸)1
き

1→(一)i・ 踊(中 ゆ

1→Ii12→17(中 頃》

ラ舗 剰 癌 どなし
{

ラ晋減少 同 上

・ラ昔激 論 上

1一

(一)・→(一)

1→(一)

(一)→(一)

紛 失

ユ5「》6

7→3.5

一一9



§ 、
バ

タ

.一

大

黛1

i,
131

嘉1■124

蛋1_129
白:1

大 国(■)…31

量i-25
}{

豚

肉

27

32

4Q

164

171

ユ66

162

工62

ユ70

噸

■57

、
ユ72

■6■

158

170

5、,0 52。2

54.5〈55◆8)

57.2

51.■

45。1

55.0

50.3

5a.o

4駒

51.0

54.0

57.4

1

ラ音著減 少量 よ.り消失(一)→ て一)

鯛 著櫓:禦 蹴 孟→せず
　　

ラ吾減少 隊 少1→1

55.0

4?.9

68.0

so.s

53.4

45.6

53.0

56.0

1655Z.Q54.1

1

鰹
肉
(
肝
油
)

30'

25

25

、i

17■ …49.0,51。4

{i

169…5ユ.0}53.6

i,

17352書455.5

禍 よリ劇 蝿 憂化副

ラ音著減

ラ音溝失

～

1中等 度 墾 イヒなi

し}

少量:攣化なし

1→ α

1→ 紛 失

Ir♪0?

海

上

上

音ラ

同

同

ラ昔減少

ラ音多駁にて

璽加護減少

ラ音場加

ラ昔著減

ラ曾減少

ラ音著減

中等量から櫓
加

中等鼠壁化な
し

多=量幽 ピなし

曹l

I

榊▼

↓

ツ

↓

1

、
正

・
W

8→36

舞→(21)

轡

ユ0→20

1→ ・0.5

5→ ■.0

2→3

、

ユ0.5→1σ

20→ ユ9

71→69

第6遍 にて喀
血中止

6

一
多量精減少IV→1

多量愛化な し.1→V

少量愛化なしW→ 夏

冒且

-
蕊

1
る

↓

↓

↓

繍畳

一畳

「且

な化

上

上

墾量
亀
等

同

回

申
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野

艶

この各々に就て舞細な検討 を試みる事は紙幅が'

許さないので省略するがパター象大豆油負荷法 と

鰹肉肝油負荷法及牛豚肉少量負荷方法は今後大い

に活用さるべきものであるだろう。

鼓に一言述ぶべきは従来食餌療法を多敬結核患

者 に試みた某臨床家の述懐である一 曰 く結核患

者の申、脂肪豊富食に堪 え得るものはきはめきめ

きと族復するが之に堪 え得ないものは之が爲に反

って感化して死期を早めるものであると 確か

に一面ρ眞理である、私共の試験で も大胆真棒す

第7章 結

1)脂 肪豊富食は一般結核患者の療養に極あて
　 ゴ

大切なもので局所的並に一般状態を好縛せしめる○

にカがある、その方法として植物性及動物性脂肪

を適當の比に合 して負薪するのが最 もよい。而か

も漸進的に増量し、一日1009位 迄r達 する、㌃伺

ほ理想増量 に達すれば速かに脅過食(脂 肪30～25

9)に返すべ きである◎
タ

2)蛋 白 量 は._....日759(プ ロ キ ロ159)1で 充 分

るだらうとの見込で初めた者で途中悪化した者が

可な りある事を諒 とせ られたであろう(但 し上記

の試験例は私共の刻 刻で成績不良の爲故意に省略

した事が無V・)こ の黙に於て最 も:重要な鍵は病型

とガフキrr度及腸結核の存否にあるように思はれ

る。從って此等の諸黙 を學問的良心的に愼重:考慮

して脂肪豊富食を指示するならば結果は愈 々良好

になるだろうと思ふ。

從って從來の如 く結核患者に漫然と.___.様に榮養

一食殊に脂肪豊富食を指示することは宜 しくない。

■ 論

でそれ以上與へて も釜が無 く、反って有害に作用 ,

する様になる。

鉛 合繊 素は撃 飲 於けるよりも低くする

方が よい。難 日本人患者には一 日300～3509オ ミ・

適當と思はれる◎.

4)重 症肺結核患者(ガ フキ一度3號 以上、胸

部 レ線像にて浸潤甚だ大なるもの、大室洞 を有す

るもの)、合併症著明の者(喉 頭結核、腸結核)、勝

一一一10一 一一



血 を繰 り返す者、勲畿強度の者等には脂肪豊富食
み

を奨むべきでなV・、着 し彊行せんとする場合には

諸種の臨珠ミ検査成績 を考慮して極めて愼重に而か
の

も極めて徐々に増量する様指示すべきである、

棚筆する鱒當 り長年に亙ゲ本研究途行に協力を

惜 しまなかつた同僚塚本、江木、中村、井之 口、

熊谷、諸氏の螢 を多 とし、且厚生省及文部省(科

學研究費).よ の多額の研究費を支給された事に封

L深 謝するA(23｡8.25、"｡
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